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◆あやめ祭実行委員長 岩渕千佳（人間学部3年）
今年度のあやめ祭では多くの方々に楽しんでいただけたと感じております。準備をする

段階で大変なことはたくさんありましたが、学部・学科や学年など関係なく協力したこと
で、私たち実行委員もあやめ祭を楽しむことができました。
◆総務局長 佐藤大成（人間学部3年）
あやめ祭の開催に向け、出展募集や説明会などで団体とのやり取りが主な仕事でした。

総務局長として前に立って話し、各団体の代表者とやり取りを重ねる中で、コミュニケー
ションの重要さと責任を強く感じました。この対話の積み重ねが、無事あやめ祭を開催す
ることに繋がったと感じているので、来年以降にも繋げていきたいです。
◆アーティスト局長 渡辺柚葉（人間学部3年）
トークショーやライブの運営を担当し、特にゲストの選定には悩みました。学院創立100周
年の節目を迎える中、集客への不安もありましたが、より良いものにしたいと思い、アーティ
スト局長としての責任感を持って進めていきました。当日は多くの方にご来場いただき、無事
に終えることができて良かったです。企画の重要性を実感するとともに達成感も得ることが
できました。

◆文京祭実行委員長 天坂安都（外国語学部3年）
今年度は文京祭が第60回、学院創立100周年という節目の年に委員長を務めさせてい

ただきました。テーマ名も「cele6rati0n」というお祝いを意図した文京祭を目指して、局
員全員で協力していきました。運営するにあたって多くの壁がありましたが、無事2日間実
施することができ、とても良い経験になりました。
◆イベント局 キャンパス部長 山田江里（経営学部3年）
今年の文京祭は、外部団体・ゼミ・委員会の方々の協力、パラスポーツ体験の実施など

により、大人から子どもまで多くの方々に楽しんでいただくことができました。今回のテ
ーマである「cele6rati0n」の通り、第60回という節目をみなさんにお祝いしていただ
けた文京祭になったと思います。
◆ステージ局 ステージ局長 山本明達（経営学部3年）
今年は文京祭60回目、学院創立100周年とお祝いの年であり、実行委員会スタッフと

来場者の方が一緒に楽しめる企画を昨年から考えてきました。また、ビンゴ企画や体験型
クイズ企画、2日間にわたるアーティストパフォーマンスなど、多くの方に楽しんでもらえ
ました。60回目の文京祭が今まで以上に盛り上がったので嬉しかったです。

　本郷キャンパスでは、今年で第60回という節目を迎え、「cele6rati0n」(celebration)をテーマに、ゼミ展示や模擬店、ライブの他、プロアスリートを招いたパラスポーツ体験
や、文化教養講座としてパシフィックフィルハーモニア東京によるコンサート、地域の子ども達に楽しんでもらう「キッズ共和国」や警察・消防展示などが行われ、総計1,542名の来
場者が訪れました。また、外国語学部の大伴宗弘准教授、髙橋舞准教授、松崎武志准教授で結成されたバンド「93’s」の演奏も会場を盛り上げました。さらに、文京祭と同日開催で、
一般社団法人SAVE IWATEとの緊急コラボ企画として、能登半島地震及び豪雨被害の支援プロジェクト「能登まつり御膳（輪島塗）チャリティプロジェクト」も実施されました。
　ふじみ野キャンパスでは、「Milestone～100周年の軌跡～」をテーマに、サークル団体による公演、タレントトークショーの他、学生や教職員考案の「ふじみ野キャンパスオリジナ
ル丼」の限定販売、自衛隊車両展、人間学部・保健医療技術学部による公開講座などの新規企画も行われ、総計2,281名の来場者が訪れました。
企画から実施まで担当した、文京祭実行委員会とあやめ祭実行委員会の学生からは、以下のコメントが寄せられています。

運動会開催 　秋の一日、ふじみ野幼稚園と文京幼稚園の園庭で、元気いっぱいの運動会が開催
されました。幼稚園

　10月6日、それまで続いた雨が上がり、ふじみ野幼稚園「うんどうかい」を行いま
した。いつもの園生活やあそびと同じように、子ども一人ひとりの学びと育ちの機会
です。園児のみなさん、保護者の皆様、先生たちが一緒に楽しみ、やってみた実感を
みんなで共有できるように準備しました。年少・年中・年長それぞれに応じた構成で、
ダンス、親子の種目、かけっこを行いました。また、卒園した小学生の子どもたちにも
再会できました。今年も、子どもたちの活躍と笑顔、そして保護者の皆様から温かい
応援と拍手でいっぱいになりました。年長組のおわりのセレモニーでは、サプライズ
で園児が太鼓をたたいて盛り上げてくれるなど、充実した運動会となりました。

　10月12日、第一部は年少組、第二部は年中・年長組の二部入れ替え制で運動会を行いました。
【年少組】●かけっこ●リズム表現●親子ふれあい体操に出場。初めての運動会はドキドキし
ながらも笑顔がいっぱい。園生活に慣れてきて楽しく取り組む様子を見ていただきました。
【年中組】●障害走●リズム表現●クラス対抗競技に出場。体操で習った種目を披露し、また、
自由にのびのびと全身を使って表現をする姿に多くの成長が感じられました。
【年長組】●体操3種目発表●パラバルーン●リレーに出場。各々がチャレンジ精神を発揮す
る姿、仲間と協同し思い合う様子は、日々園生活の中で体験を重ねてきた賜物でした。
　どの子も体だけでなく、心も大きく成長していました。

【 P h o t o  G a l l e r y 】【 P h o t o  G a l l e r y 】

　今年の文女祭は、天候にも恵まれ、高校生55名から成る実行委員が、準備から当日ま
で力を合わせて文女祭を成功に導きました。
　2年生は全クラスが模擬店を実施。限られた期間の中で、販売する商品を決め、仕入先
と交渉するなど、準備段階から大忙しでしたが、生徒たちの努力で当日は品切れが続出す
るほどの大盛況となりました。
　1年生は全クラスが学際探究の発表を行い、日頃の研究成果を多くの方々にご覧いた
だきました。また、1年生の3クラスが企画・運営を行った「ゲームセンター」でも、多くの
来場者に楽しんでいただきました。
　校庭では書道部、チアダンス部、カラーガード部、新体操部が演技を披露し、多くの観客を魅
了。また、アオバジャパン・インターナショナルスクールと演劇部、吹奏楽部の合同演技も、ひと
味違う素晴らしい内容でした。ホールや音楽室では、軽音楽部、吹奏楽部、演劇部、ギター部、合
唱部が日頃の練習成果を発表し、たくさんの喝采をいただきました。一般教室では、科学部、写
真部、美術部、かるた部が日頃の活動内容を発表するなど、充実した学園祭となりました。

　10月26日・27日、駒込キャンパスで文女祭が開催されました。今年のスローガンは「恋せよ乙女、恋せよ文女（あ
やめ）」。開催期間中に撮影したチェキで「100」のオブジェをつくる中高生徒会合同企画や、情報科の授業で生徒たち
がデザインした「創立100周年記念ポスター」の展示など、本学院の100周年に関連した企画も実施されました。文女祭開催中 高

　今年も在校生だけではなく、家族・受験生・一般の方にも楽しんでもらえるよう、来校者参加型
企画や探究発表、学習展示、部活動発表に、昨年以上に力が注がれました。中学生実行委員で運
営したお祭り企画は今年も大好評で、特に100周年企画として行った『100を釣ろう』の景品と
してつくった星形キーホルダーや、『箱の中身はなんだろな』の景品として配られたシールを貼っ
たペンは大人気でした。(保護者の方がご厚意で作成してくださいました。感謝申し上げます)
　中学生全員で準備をしてきて、当日笑顔で「ありがとうございました！」という来場者の声に、
生徒たちからは喜びが溢れていました。
以下、中学生徒会長髙井莉瑚さん（3栗）のコメントをご紹介します。
　「景品にした100周年記念のキーホルダーやペンが人気で、喜んでくださる方が多く、非常に
うれしかったです。また、お菓子釣りでは、お子様がお菓子を釣れたときの喜んだ顔が良かった
です。皆様に楽しんでもらえるような文女祭ができて心からうれしく思います」
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　11月6日、「第52回英語スピーチコンテスト」が駒込キャンパスジャシーホールで開催されました。本年度
は学院創立100周年記念大会として、「100」「女性」をテーマにスピーチが披露されました。清水直樹校長
の開会挨拶後、生徒会長岩﨑文音さん(2藤)が英語で堂々とした開会宣言を行いました。司会は有賀和奏さ
ん (2藤) 、大柳美結さん (2藤) 、菊池奈々美さん (2藤) が務めました。
　中高の学監でもある文京学院大学恒吉僚子グローバル担当副学長・教授はじめ、多くの観客を前にして緊張
した雰囲気の中、暗唱部門5名、スピーチ部門7名が素晴らしい発表を披露しました。審査員は、アオバジャパン・
インターナショナルスクール文京キャンパス校長Mr. Damian Rentoule、セント・ジョンズ大学准教授Mr. Jeffrey 
Dubois、本校教諭Mr. Allan Nisbetが務め、審査の結果、次の生徒が入賞しました（敬称略）。

　カシム アマンさんは最も優れた発表をした生徒に贈られる「島田賞」も
受賞。1位～3位入賞者に清水校長から賞状と楯が授与され、スピーチ部
門1位のカシムさんには恒吉学監より「島田賞」のトロフィが贈られまし
た。表彰の後、3人の審査員より今回の経験の大きさを語る講評があり、
恒吉学監からの生徒を讃える挨拶で白熱した大会は終了しました。

「英語スピーチコンテスト」100周年記念大会開催

　中学・高校の国語科の学院創立100周年企画として、
「百周年記念漢字百題コンテスト」が実施されました。
　受験生である高校3年生も参加するため、6学年同一
問題として、大学入試頻出の漢字300題が夏休み前に
課題として提示されました。
　そして9月、30分間で漢字100題に答えるテストを
実施。採点は本校に試験導入されている「自動採点シス
テム」を用いて行われ、受験者には「 G o o g l e
Classroom」を通じて答案が返却されました。中学生に
はさすがに難しい問題でしたが、以下の高校生の3名、そ
して中学生も1名が見事満点・表彰となり、賞状と副賞
が授与されました（敬称略）。

【満点・表彰者】
高校生

新明碧(3藤)
大柳美結(2藤)
波多野衣咲(2梅)

中学生
渡邉結衣(3栗)

「百周年記念
漢字百題コンテスト」開催

【暗唱部門】
１位 長島蓮奈（1藤）
２位 横尾心海（1梅）

３位 ラティフ ラビバ（1萩）
【スピーチ部門】

１位 カシム アマン（1梅）
２位 須藤恵都（2桜）
３位 髙橋瑠香（2萩）

【島田賞】
カシム アマン（1梅）

◀左：新明さん
右：大柳さん

◀恒吉学監（左）とカシムさん（右）
左：波多野さん▶
　右：渡邉さん

 10月19日・20日の2日間、本郷キャンパスで文京祭、
ふじみ野キャンパスであやめ祭が開催されました。文京祭・あやめ祭開催大 学

高 校
中 高
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